
慢性期の脳卒中の患者の41％に痙縮患者が存

在すると推定されます。また、頭部外傷、脊髄損

傷、脳性麻痺、多発硬化症などの後遺症に由来

する痙縮も8万人以上いると推計されています。

当院では痙縮の患者さんにボトックス治療や

バクロフェン髄注療法などを行っています。

バクロフェン髄注療法とは、バクロフェンという痙

縮を和らげる薬の入ったポンプをおなかに植え込

み、薬を脊髄周辺に直接投与します。
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いつでもご相談ください♪

痙縮とは、⼿⾜の筋⾁が緊張しすぎて突っ
張ったりこわばったりする状態です


